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多くは生活必需品を構成する基本的物資となっていった（Mintz 1985; 川北 
























生産量の実に 3分の 2 を生み出すに至った⑷。
　コートジボワールへのココアの導入は1880年代のことと考えられているが，































（出所）　以下の資料に基づき，筆者作成。FAO, Cocoa Statistics, 9(1), 1966, p. 5; ICCO, Quarterly 














































































































































て提示されたのは1985年のことであった（Chauveau et Dozon 1985）。
































































































































































































































































































合」（Syndicat agricole africain: SAA），SAA を母体に結成され，1960年の独立以
来，30年にわたって一党制を敷いた「コートジボワール民主党＝アフリカ民


































































































の考えが広く支持されるようになった（Jarstad and Sisk eds. 2008; Paris and Sisk 
eds. 2009）。加えて，深刻な人道危機や暴力的対立を経験した社会に正義を
実現し，和解を回復するという課題も，中長期のとりくみが求められること















































（Millennium Development Goals: MDGs）の設定，主要先進国（G8）サミットで
の討議など，国際的な場でもアフリカ問題がさまざまに話し合われる一方，
これに呼応してアフリカ諸国も，「アフリカ開発のための新パートナーシッ










nization of African Unity: OAU）が採択した『ラゴス行動計画』（OAU 1981）で
ある。この年は折しも，世界銀行がアフリカ諸国における構造調整を本格的






































































































































関与のあり方）と第 2 次大戦後の国際的な政治的再編（第 1に脱植民地化過程
でのアフリカ人政治組織への共産党の影響力とそこからの離脱の動き，第 2にフ































































Dramane Ouattara）元首相の 2 人に加えて，R・ゲイ（Robert Guéi）軍事政権


















































にイギリスのフライ社（J. S. Fry & Sons, Ltd.）によって発表された。19世紀
後半の製法のさらなる革新についてはコウ , コウ（1999）に詳しい。スイス
のネスレ（Nestlé SA），トブラー（Tobler，現在はモンデリーズ・インターナ
ショナル Mondelēz International 傘下），リンツ（Lindt & Sprüngli），アメリカ


























社会」のるつぼ」（creuset d’une “société civile” ivoirienne）にあたるとの表現















における下からの政治』（Bayart et al. 1992），1994年に発表された『アフリカ
































org/2005/files/documents/inbrief.pdf―2007年 2 月 5 日ダウンロード）。
⒇　この NEPAD 文書にみられるアフリカ諸国政府の特徴的な態度については，
佐藤（2007b, 27-30）でも分析を試みた。
　本研究は2009年 3 月に学位授与された博士論文（佐藤 2009）を全面的に改
稿したものである。第 2， 3， 8章は既発表論文（佐藤 2000a; 2001a; 2006c）
を下敷きとしており，初出時の構成を基本的にとどめているが，博士論文執
筆時と今回の改稿時に全編にわたって大幅な加筆修正を施してある。第 4章




博士論文提出後の情勢の変化をふまえ，既発表論文（佐藤 2008a; 2010; 2011; 
2012; 2013）での論述を生かしつつ，再構成した。
